
QualityForwardのテスト計画
エムスリーQAチーム
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チーム紹介
エムスリー株式会社でQAエンジニアを務めるテストエンジニアのチームです。

普段、メンバーはそれぞれBtoBからコンシューマ向けまで異なった毛色のシステムのQAを担当していま
す。

社内でのノウハウ共有や、そこから発展しての社外での発表などにも積極的に取り組んでいます。

よりよいテスト設計のあり方を求めて、今回コンテストに初挑戦しました！
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設計のコンセプトとチームの位置づけ
【コンセプト】

経営とユーザー両方に寄り添い、QualityForwardのさらなる市場浸透に貢献するテスト

「QualityForwardで解決したい課題はなにか？」に沿って以下２つの事項を分析し、機能優先
度をつけて、顧客の満足度向上に貢献する必要最低限のテストの実施を目指します。

⚫ユーザーが何を求めていて何を解決したいかの分析

⚫営業のしやすさを考え、営業資料などから製品の強み、売りの分析

【チームの位置づけ】

自社であるASTER社のQAチーム。QAチームは普段開発チームと一緒に仕事をしている。
ビジネスチームやカスタマーサポートチームとも距離が近く、
要望のヒアリングや相談をしやすい。
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テストの目的

通常開発効率化のための自動テスト整備

→通常開発時の品質を確保することと、リグレッションテスト効率化のために、自動テストを整備す
る。今回は自動化に初めて着手するため以下の2つの観点から自動テストを作成する範囲を決定す
る

⚫重要機能に重点的に自動テストを作成する

⚫変更が少ない機能に自動テストを作成する

QualityForwardのユーザ品質向上

→重要機能を分析し、重点的にテストを行う
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テスト計画・分析 テスト設計・実装



分析方法 ステークホルダー分析
目的

ユーザーマニュアル等からQFのステークホルダーを洗い出し、それぞれのニーズを抽出、優先度付
けを行う。

分析の結果は、テストの重みづけと自動テスト作成候補の決定に用いる

分析結果
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分析方法 SWOT分析
目的

QFの強み、弱みを整理しビジネス的な重要度付けを行う。今後機能追加、改修が行われそう
な部分の洗い出しも行う
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分析方法 ユースケース分析
目的

実際の使われ方に近いユースケースを洗い出すこと。ステークホルダ分析結果で抽出された
ニーズを分析して、ユースケースと紐づけ、ユースケーステストの実施有無を検討する
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分析結果
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分析方法 リスク分析
目的

各機能ごとに発生しうる事象を分析し、製品に致命的なリスクが潜んでいないかを明らかにす
る（今回はユースケース分析で洗い出したユーザ管理に関わるユースケースNo.001と002を掘
り下げる）
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9



分析方法 ユーザビリティ分析
目的

既存利用者のユーザビリティの向上と今後の新規顧客獲得のため、現在のユーザビリティの
確認と問題点の洗い出しを行う（今回はユースケース分析で洗い出したユーザ管理に関わる
ユースケースNo.001と002を掘り下げる）
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分析結果
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テスト設計 テスト観点出し
実施内容

テスト分析のアウトプットをインプットとして、テスト観点の洗い出し、テストケースを作成する
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# 分析アウトプット テストタイプ テスト内容

1 機能一覧 機能テスト 機能ごとのテストを実施。機能の仕様に合わせてテストケースを作成

2 ニーズ 機能テスト 機能一覧と合わせて各ニーズが満たされているかを確認

非機能テスト 非機能に分類されているニーズのテストを実施（セキュリティ、性能）

3 ニーズ別重要度 － （テスト実行の優先度付に使用）

4 ビジネス的な重要ポイ
ント

－ （テスト実行の優先度付に使用）

5 ユースケース 機能テスト 各ユースケースが実行できるかを観点とする。必要なデータバリエーションを加える
（ミスユースケースもこちらに含める）

非機能テスト エラー時のユースケースやミスユースケースを使い、障害時のテストを実施

6 リスク一覧・リスクレベ
ル

機能テスト リスクレベル高の機能が仕様通り動作するかを確認

非機能テスト リスク一覧の中でチェックすべき非機能観点を抽出（セキュリティ、性能、信頼性）

7 ユーザビリティ観点 ユーザビリティテスト ユーザビリティ観点を用いて代表ユースケースの確認



テスト設計 自動テスト
目的

改修により、リスクレベル大の障害が発生するのを防ぐ
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ニーズ別の
重要度

リスク一覧・
リスクレベ

ル

自動テスト
設計

リグレッショ
ンテスト（自
動・手動）

方針

今回リグレッションテストの自動化に初めて着手する。
自動テストの開発・運用コストが生じにくい機能を優先し、順次自動テストを拡充していく。



まとめ
【コンセプト】経営とユーザ両方に寄り添い、QualityForwardのさらなる市場浸透に貢献するテスト

⚫ユーザ
✓ステークホルダー分析

✓ユースケース分析

✓リスク分析

✓ユーザビリティ分析

⚫経営
✓SWOT分析

✓リスク分析

【テスト目的】

QualityForwardのユーザ品質向上

通常開発効率化のための自動テスト整備
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